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２．主な取組と構成事務事業一覧
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②

③

④

1

2

3

京丹後市子どもの読書活
動第三次推進計画

本市の将来を担う子どもたちが、今後も更に本に親しみ、生涯に
わたる読書習慣を身に付けることができるように、子どもの読書活
動を総合的かつ計画的に推進するために策定

令和2年3月
令和2年度～
令和6年度

２．人権教育の推進

①人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、人権に関する正しい理解と
認識を高める活動を進めます。
②さまざまな人権問題について関係法律の理念にのっとり、正しい理解と認識を深めるため、学校園、家庭
及び地域など、身近な場での学習機会の充実と促進を図るとともに、関係機関・団体と連携し、職員及び指
導者の資質向上を図るための学習機会の提供に努めます。

 【参考】施策に関連するその他の計画

１．生涯学習の体制づくり

①市民の多様な学習ニーズや地域課題に対応するため、学習内容の評価・検証や情報提供等を進めます。
②市民の自主的かつ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を図ります。
③市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地域公民館の活動の充実を図るとともに、地区
公民館との連携を強化することによって、地域での公民館活動を支援します。
④多様化する地域課題に対応するため、地区公民館機能を含む新たな地域コミュニティ組織の立ち上げな
ど、公民館と地域コミュニティのあり方について見直しの検討を進めます。

３．社会教育施設等の整備充実

①公民館や図書館等をはじめとする社会教育施設の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行う
環境整備を進めます。
②老朽化が進んでいる社会教育施設は、利用者の安全・安心に資するため、計画的な整備改修を検討しま
す。
③市民の情報拠点であり、憩いの場である市立図書館の今後のあり方について、検討を進めます。

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」
と、その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体
系化した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
令和6年度

計画概要 策定年月 計画期間 備考

評価を踏まえた
今後の方向性

現状維持

① 市民の多様な学習ニーズや地域課題に対応するため、学習内容の評価・検証や情報提供等を進めます。

市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地域公民館の活動の充実を図るとともに、地区公民館との連携を強化することによって、地
域での公民館活動を支援します。

多様化する地域課題に対応するため、地区公民館機能を含む新たな地域コミュニティ組織の立ち上げなど、公民館と地域コミュニティのあり方について
見直しの検討を進めます。

364          503          

市民の自主的かつ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を図ります。

1,254       1,079       

　地域の青少年を守り育てる活動を支援し、将来を担う青少年の心豊かな人間の基礎づくりと健
やかな成長を促す。

改善・効率化

青少年教育事業 生涯学習課

1,057       1,128       1,501       現状維持

　人生の節目としての式典を開催することによって、20歳になったことの自覚を促すとともに、今後
自らの人生を生き抜こうとする青年を祝い激励する。

はたちを祝う式典開催事業 生涯学習課

1,183       

社会教育委員設置事業 生涯学習課

474          　社会教育委員を設置し、社会教育行政全般について調査・研究及び審議し、答申及び建議を
行うことによって、市民の声を反映した社会教育事業を推進する。

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

1．生涯学習の体制づくり 決算額 （単位：千円）

R5予算額
主な取り組み

R3決算額 R4決算額

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

5 生涯にわたる豊かな学びを支援します

担当課長
生涯学習課 安達　純

事務の改善

基本的方針
　まちづくりや福祉等多様な分野の関係部局、また学校園、保護者、地域住民、企業、大学等の多様な主体との協働により、住民相
互のネットワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地域社会に還元するこ
とのできる環境づくりを進めます。

重点目標

計画名称

京丹後市文化芸術振興計
画

市民が主体となって文化芸術活動に取り組み、楽しみを感じられ
る文化芸術のまちづくりを総合的かつ計画的に推進するために
策定

令和5年3月
令和5年度～
令和14年度

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＰＬＡＮ

ＰＬＡＮ
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課
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　あらゆる人権問題について正しく理解し、認識を深めるための学習機会を提供するなど、人権
教育を推進することにより、人権が尊重され、誰もが自分らしく生きることができる社会の実現を目
指す。

現状維持

224,895    計

1,958       

10,063     

主な取り組み

　教育及び地域の文化活動・生涯学習の拠点として当該施設を管理運営し、地域住民に各種活
動の場を提供するとともに、施設の利用の促進を図る。

生涯学習課

決算額 （単位：千円） 事務の改善

現状維持

現状維持

1,173       1,170       1,405       現状維持

9,400       

　地域住民の学習及び交流活動の拠点として設置されている地区（自治）公民館活動を支援し、
地域の活性化を推進する。

21,783     26,337     28,825     

　高齢者大学の講座を市内全域で実施することによって、高齢者の社会参加と生きがいづくりに
貢献するとともに、その知識や経験を活かした地域活動を推進する。

中央公民館管理運営事業 生涯学習課

現状維持

36,281     35,820     33,351     現状維持

　地域の学習・コミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営を行い、地域住
民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。また、社会教育活動、生涯学習等を行う拠点と
して、峰山、丹後及び弥栄の各地域公民館の管理運営を行う。

地域公民館管理運営事業 生涯学習課

ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業

たちばな会館管理運営事業

　橘地区における生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として当該施設を管理運営し、地域住民
に各種活動の場を提供するとともに、施設の利用の促進を図る。

生涯学習課

　大宮ふれあい工房（陶芸・染色体験等施設）、ふれあいスポーツ広場等を管理運営することで、
市民の交流及び健康づくりの場を提供し、生涯学習の推進を図る。

9,137       

　地域住民の身近な生涯学習・地域活動の拠点である、網野地域の地区公民館を維持・管理す
る。

生涯学習課

生涯学習課

地区公民館管理運営事業

峰山いさなご施設管理運営事業

　林業の振興のほか、スポーツ及びレクリエーション活動による市民の健康づくり、生きがいづくり
を推進し、市民福祉の向上を図る。

4,329       4,615       現状維持

R3決算額 R4決算額 R5予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

①公民館や図書館等をはじめとする社会教育施設の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行う環境整備を進めます。

③市民の情報拠点であり、憩いの場である市立図書館の今後のあり方について、検討を進めます。

②老朽化が進んでいる社会教育施設は、利用者の安全・安心に資するため、計画的な整備改修を検討します。

5,526       

人権教育事業 生涯学習課

181          

さまざまな人権問題について関係法律の理念にのっとり、正しい理解と認識を深めるため、学校園、家庭及び地域など、身近な場での学習機会の充実
と促進を図るとともに、関係機関・団体と連携し、職員及び指導者の資質向上を図るための学習機会の提供に努めます。

224          269          

① 人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、人権に関する正しい理解と認識を高める活動を進めます。

２．人権教育の推進 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
R3決算額 R4決算額 R5予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

高齢者教育事業 生涯学習課

2,384       3,135       2,809       現状維持

公民館一般経費 生涯学習課

32,500     現状維持

現状維持

31,824     33,320     

6,827       現状維持

生涯学習課

　施設の維持管理及び運営を行い、農業・農村の活性化及び地域住民の福祉・健康増進に寄与
する。

6,631       7,146       

15,771     現状維持

網野教育会館管理運営事業 生涯学習課

1,216       1,364       

　会計年度任用職員を配置し社会教育事業を円滑に実施するほか、女性教育活動団体に対し
活動支援の補助金を交付し生涯学習の振興を図る。

210,727    209,933    

3,366       3,533       

図書館管理運営事業 生涯学習課

71,294     67,036     77,554     現状維持　生涯学習の拠点施設として、市民の読書、調査研究等の要求に応えるよう施設整備を進めると
ともに、様々な資料や情報を収集、整理、保存し提供するための図書館・図書室運営を行う。

1．生涯学習の体制づくり 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
R3決算額 R4決算額 R5予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

３．社会教育施設等の整備充実

ｱｸﾞﾘｾﾝﾀｰ管理運営事業

16,830     17,283     

　公民館の事務事業に必要な公用車などを適切に管理するほか、会計年度任用職員を各地域
公民館に配置し、公民館の円滑な運営を図る。

社会教育総務一般経費 生涯学習課

3,342       

71 74 



３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

《青少年の体験活動事業数》
　 コロナ禍の中、計画通りの事業実施ができない団体もあったが、青少年の健やかな成長を促す体験活動や地域
活動を支援することができた。今後も社会教育団体や学校、地域と連携・協力をしながら学習・体験の機会を提供
する。

《趣味・教養講座数》
　 コロナ禍の中、感染症対策を講じて可能な限り実施し、市民の自発的な学習を支援し継続的な学習の機会を提
供することができた。今後は地域や民間団体などによる自主的な活動を促進させ、地域公民館による取り組みは減
少させていく。

《地域課題学習講座数》
　 各町公民館連絡協議会や地域公民館を中心に地域の現状把握や課題共有に努め講座を実施している。京丹
後市の歴史や自然について学ぶ講座が好評であり成果をあげている。
　コミュニティへ移行する地域においても、公民館活動や生涯学習活動など地域課題を解決する取り組みを継続で
きるような仕組みを構築する必要がある。

《高齢者大学の参加者数》
　 コロナ禍の中であったが、十分に感染症対策を講じながらおおむね計画通りに講座を実施することができた。高
齢者の生きがいづくり、健康づくり、仲間づくりに寄与することができた。今後、より一層の高齢者の社会参加の促進
を図るため、高齢者大学の在り方について検討していく必要がある。

《人権学習会の参加者数》
　 人権講演会や人権映画会、障害者交流研修会等を通じて、人権学習の機会を提供することができた。社会情勢
が目まぐるしく変化する中、人権問題は年々多様化かつ複雑化しており、それらを適切に把握し、効果的な学習機
会を提供し啓発を広げていく必要がある。

《図書の年間貸出冊数（市民１人当たり）》
　 コロナ拡大により利用者が減ったものの、コロナ禍以前の水準まで戻ってきた。各種行事もおおむね計画どおり
に実施することができ、市民の読書推進を図ることができた。
　今後は、未利用者への図書館活動の周知により利用拡大を図るとともに、都市拠点整備の中で新たな図書館の
あり方を検討していく必要がある。

《地域公民館施設の利用回数》
　 コロナ禍であったが、利用制限がなかったこと、また、「公共施設の市民等無料開放」が令和4年度も延長された
こともあり、前年度より大きく利用回数が増加したものの、コロナ前までは戻っていない。
　今後は、社会教育活動や生涯学習及びコミュニティ活動を行う拠点として管理運営を行い、地域の身近な課題、
生活課題等に即した学習機会の提供に努める。
　
　丹後地域公民館は、令和2年度に耐震改修工事が完了したが、他の施設についても老朽化に伴う計画的な維持
管理が課題である。

※平成30年12月丹後地域公民館耐震強度不足のため貸館休止、平成30年12月から令和元年10月までは丹後庁
舎を、10月から令和3年3月までは丹後庁舎と旧豊栄小学校を代替施設として使用した。
※平成30年度～令和２年度の数値は、代替施設の数値を含めた数値。

▲

R6

地域公民館施設の利用回数 回
4,308

（令和元年度）
※改正時追加指

標

R1 R4 7,000 R6

図書の年間貸出冊数（市民１人当たり） 冊 5.2 H25 R4 7.05.48

3,793

高齢者大学の参加者数

実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

計画作成時

H25 692 R4

1,200 R6514

29 H25

R6人 789 1,000

R6

青少年の体験活動事業数

35 R6

H25 31 R4 60

主な目標指標

目標指標 単位

地域課題学習講座数 事業 2 H25 10 R4 10

事業 42

基本的方針
　まちづくりや福祉等多様な分野の関係部局、また学校園、保護者、地域住民、企業、大学等の多様な主体との協働により、住民相互のネット
ワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地域社会に還元することのできる環境づくり
を進めます。

R6

×

◎

○

▲

820 H25

進捗状況区分 評価

54 R4趣味・教養講座数 事業

令和４年度成果と今後の課題

人権学習会の参加者数 人 R4

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ

72 75 



５．今後の施策展開の考え方（令和５年～令和６年度での主な取組）

4
　必要な修繕の実施を行うなど、利用者が安心・安全に利用できる環境を整備し、併せて利便性
の向上を図るとともに、今後の施設の在り方を検討する必要がある。

施策展開の考え方

1
　 新たな地域コミュニティへの移行が始まる中、公民館体制及び新たな地域コミュニティにおける
公民館活動の推進について、地域や関係機関等との協議等をていねいに進める必要がある。併
せて都市拠点整備の中で新たな図書館のあり方について検討する。

2
　講演会の参加者が固定化傾向にあるため、講演の内容について、同和問題など継続的な課題
はあるものの、インターネットによる人権侵害や自己実現、幸福追求など新たな人権課題にも目
を向けながら、幅広く人権について考える機会を提供していく。

区分 No. 具　体　的　内　容

3
　市文化芸術振興計画に基づき、関係団体等と連携し、優れた芸術・文化の鑑賞機会の提供、
地域の特色を活かした芸術・文化活動を実施並びに支援するとともに、文化活動を支える人材育
成を地道に取り組む。

ＡＣＴ

73 76 
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